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2 Fa-5　　　　縫糸の撚角度変化による縫目構造中の糸張力の推定

　　　　　　　　○森美友喜、丹羽雅子

　　　　　　　　（奈良女大）

　（目的）ｼｰﾑﾊﾟｯｶﾘﾝｸﾞの機構解明には縫目構造中の糸張力か重要であると考えられる。すでに、ﾐｼﾝ縫

製時の動的な上糸張力は、天秤と針間に設置した歪みヶ'-ｼにより測定しているが、この張力は必ず

しも形成された縫目構造中の縫糸張力と等価ではない。本研究では、縫目形成により縫糸が受ける

張力を明らかにするための基礎研究として、縫う前の糸と縫目形成後の糸の撚角度測定によって、

その変化から縫目構造中の縫糸の糸張力を推定することを目的とする。

　（方法）〈1>糸の撚角度の測定は、縫製前の糸を顕微鏡に糸伸長装置を取付けて写真観測によって行

い、伸長に伴う撚角度の変化を測定する。〈2>縫糸の引張り試験により張力－伸長率曲線を実測する。

〈1>と〈2>の関係から糸張力と撚角度との関係を得る。引張り特性の異なる糸と、特に厚さ、曲げ剛

性の異なる布を選定して縫目試料を作成する。縫目試料の作成条件は、下糸の静的張力を15gf一定

とし、上糸張力は上糸調子ﾀﾞｲﾔﾙを変化させ、縫製時の動的上糸張力測定する。作成した縫目試料の

縫糸を顕微鏡観測し、前述の縫製前の糸と同様の方法で撚角度を測定する。縫製前の縫糸の撚角度

と糸張力との関係を用いて、縫目構造中の縫糸の糸張力を推定する。

　（結果）動的上糸張力、布の物性、縫糸の物性か縫目構造中の推定糸張力に及ぼす影響か捉えられ、

ｼｰﾑﾊﾟｯｶﾘﾝｸﾞの発生限界か示唆された。ﾐｼﾝ縫製時の動的上糸張力か大きいほど縫目構造中の推定糸張

力は大きいか、動的上糸張力か大きい領域では同じ動的上糸張力で縫われた場合でも、厚く曲げか

たい布ほど推定糸張力か大きい。薄く曲げ柔らかい布は、大きな張力か加えられると布か座屈し、

縫糸は張力から解放されるか、厚く曲げかたい布は受けた張力を縫目中でも保持するためであると

考えられる。

2 Fa-6　　　　パワーネット布の一軸拘束二軸仲良特性からの衣服圧予測

　　　　　　　○稲村綾子、安井玲子、丹羽雅子

　　　　　　　　（奈良女子大）

　（目的）整形効果を目的としたファンデーションであるガードルのように皮膚に密着して

着用する衣服素材には、その伸長特性が着用快適性を大きく支配する。着用快適性には主

に圧迫力が問題になり、その予測が性能設計において重要である。また繰り返し、長時間

着用することからその時間的要素を考慮する必要がある。本研究ではガードル素材である

パワーネット布について、その伸長特性から衣服圧の理論予測およびその時間変化の予測

を行い、実測値と比較検討する。（方法）1.布の二軸伸長特性を一軸拘束二軸伸長特性か

ら予測する方法として、V ニアライジング法の適用の妥当性を実験により検証し、これを

用いて衣服圧を予測計算する。2.二軸伸長変形下での応力緩和特性から実際の使用時にお

ける、人体への圧迫力の時間変化について応用計算を試みる。3.ひずみゲージ式の衣服圧

計により衣服圧およびその時間変化を実測し、予測計算結果と比較検討する。（結果）リ

ニアライジング法に修正を加えることによって、大きな異方性を示すパワーネット布の二

軸伸長特性を精度良く予測でき。これを用いた衣服圧の予測計算値と圧迫感等の着用感と

間に高い相関が認められた。また、実測による衣服圧と予測計算値との間に良好な一致が

得られ、衣服圧の時間変化の予測の可能性が見いだされた。
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